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音E

毒事

治

目

次

丸
、
遺
徳
統
計
諭
の
方
法

九

今
や
道
徳
統
計
論
の
方
法
を
究
め
ん
己
す
る
に
賞
与
、
先
づ
設
怠
す
べ
き
は
、
暴
に
道
徳
統
計
論
の
範
閣
を
設

げ
る
所
に
よ
b
椎
し
得
べ
き
が
如
〈
、
一
営
仁
結
果
の
利
用
方
法
に
着
服
す
る
の
み
な
ら
守
、

干
の
材
料
の
牧
得
及

整
理
方
法
を
も
、
相
官
に
開
慮
す
べ
き
こ
ご
な
り
、
先
づ
材
料
の
牧
得
に
つ
き
考
ふ
る
に
、
道
徳
統
計
の
材
料
は

複
雑
な
る
を
以
て
、

そ
の
手
綴
上
斉
一
の
取
扱
ゐ
り
ざ
す
る
を
得
宇
、
寧
ろ
此
題
目
を
究
め
蒋
す
こ
ご
は
、
之
を

各
特
別
編
の
研
究
に
委
陥
る
の
要
ゐ

h
、
き
れ
ば
弦
仁
は
軍
に
一
般
的
注
意
を
喚
起

L
お
〈
・
』
古
に
止
め
ん
か
、

就
中
特
に
注
意
す
べ
き
は
、
此
範
園
に
於
て
概
し
て
鵡
取
の
方
法
及
技
術
に
つ
き
、
技
葉
の
研
究
に
入
る
ご
ご
あ

り
ご
す
る
も
、

そ
は
一
次
的
道
徳
統
計
論
の
際
に
限
ら
る
べ
き
こ
ご
な
り
、

二
次
的
道
徳
統
計
論
に
関
す
る
叙
説

中
、
総
括
き
る
く
き
一
切
の
材
料
に
つ
き
て
は
、
そ
の
材
料
の
牧
得
及
整
理
に
闘
し
、
特
別
考
察
を
見
る
こ
さ
な

か
る
べ
し
、
手
、
は
嘗
該
材
料
を
一
次
的
に
取
扱
ム
ペ
君
、
統
計
拳
の
他
の
部
門
に
於
一
1
、
究
む
べ
き
所
な
れ
ば
な

論

議

道
徳
統
計
諭
櫛
誼

第
十
九
谷

(
第
四
腕

PE 

) 

王

O
七



論

設

道
徳
統
計
諭
瓶
詰

第
十
九
番

(
第
四
貌

四

E
O
A
 

h
，
、
唯
此
規
則
の
一
一
例
外
は
・
仰
別
の
問
題
に
闘
し
、
又
一
失
的
進
徳
統
計
の
範
固
に
入
る
こ
さ
な
か
る
ぺ
雪
組

取
に
つ
き
、
特
に
借
地
徳
統
計
上
の
利
盆
に
鑑
み
、
材
料
蒐
集
を
特
に
慌
張
す
る
際
に
之
を
見
る
、
人
口
統
計
の
範

固
に
之
が
一
例
を
求
め
ん
が
、
伯
林
の
市
統
計
が
、
再
婚
者
の
無
配
偶
持
綴
期
間
、
離
婚
者
の
戻
b
縁
に
つ
き
、

遂
げ
七
る
特
別
調
査
を
事
げ
得
べ

L
。

一
目
次
的
道
徳
統
計
論
の
材
料
牧
得
に
闘
し
て
は
、
大
健
に
行
政
の
文
書
材
料
を
、
統
計
的
認
識
の
た
め
に
利
用

ず
る
こ
さ
問
題
ご
な
る
べ
き
や
、
概
し
て
道
徳
統
計
的
別
究
を
途
げ
得
べ
話
、
吐
曾
大
量
の
本
質
に
本
づ
く
所
な

り
0

之
に
つ
き
て
も
第
一
失
に
考
察
き
る
ぺ
き
は
、
国
家
行
政
の
文
書
材
料
た
り
、
次
に
は
自
治
行
政
の
文
書
材

料
た
b
、
第
三
次
に
は
公
判
叫
的
聯
令
牒
及
協
舎
経
理
の
文
書
材
料
化
h
o

右
文
書
材
料
の
統
計
的
利
用
は
、
技
術
上
よ
内
せ
ん
か
、
或
は
(
1
)
確
認
さ
れ
た
る
特
殊
の
事
賞
を
、
整
理
係

式
に
適
ふ
が
如
く
調
製
さ
れ
た
る
一
一
般
借

(
恨
令
ば
骨
太
利
白
刑
事
統
計
日
銀

Z
四
一
巳
コ
悶

5
3己
河
口
)

に
書
官
時
す
こ
ご
に
よ
り
行
は
れ
、
或
は
(
2
)
統
計
上
意
義
あ
る
事
質
を
、
具
醐
間
的
佃
別
的
性
質
を
帯
ぺ
る
、
統
計

-
w

、
単
純
に
継
続
的

的
奄
察
様
式
に
援
翠
し
、
集
成
す
る
こ
ご
に
よ
り
仔
は
る
。

一
次
的
換
言
す
れ
ば
特
日
道
徳
統
計
的
た
り
ご
す
べ

き
査
察
に
あ
り
て
も
、
杢
然
復
製
統
計
に
扇
L
、
詳
言
す
れ
ば
文
書
中
既
に
確
か
め
ら
一
る
、
こ
ご
を
、
利
用
す
る

こ
ご
に
闘
L
、
別
に
一
般
に
閲
係
ゐ
る
伺
人
に
後
間
す
る
こ
ご
な
き
を
以
て
、
個
別
票
を
使
用
す
る
た
め
、
本
来

り
一
候
件
は
始
め
よ
り
備
は
机

h
ご
す
べ

L
、
詳
言
せ
八
か
桐
別
阿
茶
法
の
取
扱
は
、
特
に
企
図
人
口
賓
査
の
際
に



於
り
る
が
如
(
、
多
数
日
世
衆
を
相
手
ご
す
る
調
査
に
ゐ
り
て
は
、
時
ご
し
て
重
大
の
困
維
を
告
「
べ
き
も
、
道
徳

統
計
上
問
題
た
る
べ
き
、
史
口
貝
及
書
記
に
よ
り
て
は
、
臨
時
せ
十

L
τ
希
認
さ
る
べ
き
を
以
て
な
h
、
苫
れ
ど
後

に
至
b
電
気
集
計
機
に
よ
る
計
上
を
途
「
べ
き
こ
己
、
噛
既
定
せ
ら
る
、
際
に
は
、
道
徳
統
計
に
あ
り
て
も
亦
文
書

材
料
集
成
の
た
め
、
倒
別
票
を
拾
亡
、
一
鹿
目
録
粟
を
漣
ぷ
こ
古
、
す
ぺ
き
な
b
、
議
文
明
同
統
計
事
務
の
現
況

よ
り
せ
ん
が
、
材
料
整
理
上
申
昼
間
式
の
劃
線
法
に
よ
る
こ
さ
は
、
道
徳
統
計
に
あ
り
て
も
、
今
日
は
例
外
の
場
合

に
限
。

E
嘗
ご
す
〈
し
、
郎
も
数
字
表
極
め
て
単
純
な
る
場
合
、
又
は
特
別
事
情
の
下
数
字
表
の
分
類
彩
し
き
際

に
然
h
M

、
電
気
計
上
に
よ
毛
こ
ご
は
、
道
徳
統
計
的
資
察
様
式
整
理
の
範
囲
に
於
て
も
、
今
日
向
微
々
だ
ち
ご
す

べ
き
所
な
る
が
、

か
、
る
計
上
法
に
よ
ら
5
る
場
合
、
個
別
査
察
粟
を
言
下
仁
計
上
期
粟
ご
し
て
使
用
す
る
か
、

或
は
統
計
的
本
源
記
事
を
合
め
る
、
目
録
栗
又
は
帳
溜
に
本
づ
き
、
計
上
の
目
的
上
計
盟
諸
を
作
成
す
る
こ
正
、

す
最
後
に
統
計
的
に
査
定
せ
る
も
り
を
、
常
例
、
常
理
及
因
果
態
認
識
の
た
め
に
、
率
問
的
に
利
用
す
べ
き
最
終

手
績
に
閲

L
て
は
、
血
午
理
方
面
に
於
り
る
統
計
的
研
究
の
展
開
に
つ
き
、

一
般
に
則
る
べ
き
も
の
、
此
範
閣
に
於

て
h
感
用
さ
る
べ
さ
は
自
明
な
り
、
従
ひ
て
観
察
せ
る
結
果
の
総
括
的
表
章
及
供
覧
に
つ
き
て
も
、
道
徳
統
計
の

結
果
を
、
特
に
耽
曾
生
活
の
常
理
立
定
の
日
的
土
、
議
問
的
に
利
用
[
識
す
の
最
柊
問
題
に
つ
き

τも、

般
統

計
卒
理
上
一
般
的
に
常
該
問
題
に
つ
き
、
設
か
る
、
所
に
擦
る
こ
ご
、
な
{
得
べ

L
、

(位
A
W
統
計
請
制
二
六
阿
頁
以
下

官需

設

道
徳
統
計
柿
概
詑

熔
十
九
巻

(
第
四
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四
三
)

五

O
九
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抽
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主L
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比
三
八
九
頁
以
下
参
照
)
而
も
亦
道
徳
統
計
は
人
の
意
志
及
行
潟
に
関
係
す
る
所
多
き
が
た
め
に
、

]
[
A
O
N

一ω
の
知
き
は

こ
の
鮎
に
重
き
を
置
き
、
論
文
道
徳
統
計
論
(
前
田
)
中
特
殊
の
解
稗
を
奥
へ
た
り
、

そ
の
所
設
は
統
計
解
析
の
目

的
上
、

一
面
の
道
理
を
精
設
せ
る
も
の
ご

L
τ
、

一
般
に
重
ん
守
ら
る
、
所
な
る
の
み
な
ら
守
、
数
理
統
計
へ
の

接
鯛
に
も
設
芦
及
ぼ
せ
る
を
以
て
、
後
に
明
か
に
す
べ
き
が
如
く
、
別
仁
術
評
論
を
折
む
べ
き
も
の
ゐ
る
も
、
先

ぜ
っ
そ
の
所
設
を
紹
介
す
る
こ
正
、
す
べ
[
。

道
徳
統
計
上
意
義
ゐ
る
一
日
切
の
事
震
は
、
人
の
意
志
に
よ
h
左
右
せ
ら
れ
、

そ
の
意
志
は
一
の
動
機
之
に
加
へ

ら
晶
、
際
に
限
り
て
働
く
ぺ
〈
、
動
機
の
後
勤
を
見
る
が
た
め
に
は
、
又
一
の
機
曾
又
は
縁
由
を
要
す
恥

き
れ

E

人
の
内
心
に
於
て
、

か
、
る
一
動
機
偽
り
る
際
に
て
も
、
之
の
み
に

τは
決
し
て
事
賃
上
首
に
、
問
題
ご
な
れ
る

行
震
又
は
不
作
鋳
に
、
出
づ
る
の
決
心
を
見
る
ぺ
し
芭
す
る
を
得
す
、
寧
ろ
可
能
的
に
は
反
掛
動
機
の
た
め
、
他

の
意
味
に
於
り
る
一
決
心
を
見
る
こ
ご
ゐ
り
、

き
れ
ば
道
徳
統
計
諭
の
大
職
分
ご
す
ぺ
き
は
、
元
来
道
徳
上
窓
義

あ
り
、
叉
統
計
に
ご
り
得
べ
き
、
行
魚
一
又
は
不
作
潟
に
出
づ
る
の
機
舎
、
縁
由
又
は
誘
惑
を
、
可
能
的
に
接
見
す

ぺ
吉
一
特
定
範
囲
の
人
々
中
、
幾
何
の
人
命
が
特
定
期
間
中
に
、
事
質
上
告
の
行
錦
又
は
不
作
鴛
に
山
川
づ
る
か

を
、
明
か
に
す
る
ニ

Z
に
存
せ
ん
、

さ
れ

E
賓
際
に
の
り

τは
か
、
る
範
囲
を
、
決
し
て
明
確
に
限
定
す
る
を
待

争
、
寧
ろ
大
多
数
の
場
令
に
は
、
問
題
の
行
潟
(
不
作
活
に
つ
き
で
は
以
下
不
同
に
付
せ
ん
と
鉄
工
に
出
づ
る
の
可
能
又
は
機

曾
を
、
疑
ひ
も
な
〈
有
[
得
F
る
、
人
々
の
階
級
を
取
り
分
〈
る
》
」

E
に
て
、
満
足
す
る
の
外
な
し
、

き
れ
ば
ご



て
廃
徐
の
人
々
の
全
部
は
、
蛍
面
の
問
題
Z
な
せ
る
意
義
に
よ
り
、
純
一
牲
を
有
す
ご
す
べ
き
域
を
、
去
る
-
1己

遠
き
を
通
例
ご
す
る
や
謂
ム
迄
も
な
し
、
寧
ろ
そ
は
嘗
該
行
震
に
出
づ
る
の
葉
然
数
上
、
殆
ん

E
皆
無
=
な
し
得

べ
き
極
微
小
数
よ
ち
、

一
最
大
小
数
に
至
る
迄
、
幾
多
の
等
級
を
一
市
す
べ
き
、
諸
群
よ
り
組
成
せ
ら
る
、
而
し

τ

か
、
る
諸
群
e
f
研
究
す
る
た
め
に
は
、
別
に
宵
細
別
の
允
め
の
諸
特
徴
を
借
る
の
要
あ
る
べ
し
、
唯
之
に
つ
き
て

は
素
よ
b
確
定
の
規
則
に
よ
る
ぺ
し
さ
す
る
を
得
争
、
寧
ろ
試
験
的
に
又
推
測
仁
従
ひ
て
、
ド
庭
詮
L
得
る
の
み
な

り。
今
例
を
私
生
に
借
り
て
考
察
せ
ん
か
、

こ
は
母
の
過
失
に
閲
す
る
を
以
て
、
考
察
さ
る
べ
き
も
の
は
出
生
者
の

数
に
非
守
し
て
、
明
私
生
1
7
携
の
数
に
あ

h
、
然
る
に
有
夫
の
婦
人
、
裁
に
前
一
定
年
齢
限
に
逢
せ
ざ
る
婦
人
、
及

他
の
一
定
年
齢
限
を
越
し
た
る
婦
人
は
、
何
れ
に

L
て
も
総
婦
人
中
よ
り
、
取
除
け
ち
る
べ
し
、
而

L
て
ニ
の
繭

年
齢
限
ef
定
か
る
に
つ
き

τも
、
阪
仁
ぞ
の
糾
究
上
多
少
の
専
断
を
楕
む
の
要
ゐ

h-
き
れ
ど
右
悶
限
界
内
に
合

ま
る
、
庚
き
範
囲
に
於
て
も
、
私
生
分
娩
の
蓋
然
数
極
め
て
医
々
な
る
も
の
あ
る
イ
き
は
明
炉
な
り
、
従
ひ
て
一

般
に
無
配
備
婦
人
の
年
齢
に
よ
り
、
多
〈
の
細
別
を
設
け
、

か
〈
て
同
一
一
附
級
別
私
生
分
抑
制
数
に
、

之
を
針
比
せ

し
む
る
を
要
す
、
欧
洲
諸
園
に
あ
り
て
も
こ
の
研
究
目
的
上
、
必
要
企
告
「
ペ
ミ
d

調
査
は
、
従
来
都
市
統
計
に
於

て
の
み
備
は
れ
り
、
般
A
T
ば
一
九

O
六
年
中
伯
林
に
於
け
る
私
生
は
、
死
産
を
合
算
L
て
九
、
九

O
一
ゐ
hr

(
複
産

あり
L
た
め
同
年
分
一
州
政
よ
り
、
約
↑
歩
多
L
)
之
を
母
の
年
齢
に
よ
b
分
て
ば
、
十
五
歳
以
下
四
、
十
五
乃
至
二
十
歳
二

O

論

護

活
徳
統
計
論
概
説

第
十
九
巻

「
第
四
披

四
五

五



前i

君主

匙
総
統
計
論
櫛
設

第
十
九
谷

(
第
四
腕

山
大
)

五

七
O
、
二
十
乃
至
二
十
五
歳
四
五
一
二
六
、

二
十
五
乃
至
三
十
誠
一
九
三
五
、
三
十
乃
至
コ
一
十
五
歳
七
六
七
、
三
十

五
乃
至
四
十
歳
一
ニ
入
入
、

四
十
乃
至
四
十
五
歳
一

O
四
、
四
十
五
乃
至
五
十
議
一

て
そ
の
外
人
四
は
年
齢
不
詳

な
り
き
、
今
是
等

ω数
を
そ
の
歳

ω初
め
仁
於
り
晶
、
相
時
間
年
齢
放
の
無
配
偶
女
数
に
て
除
せ
ん
か
、
常
該
齢
級

私
生
の
統
計
的
蓋
然
数
ざ
し
て
、
素
よ
り
全
然
精
確
ご
は
な
し
粂
川
H
Z
も
、
買
際
の
目
的
上
足
れ
り
ご
す
べ
き
表

3
れ
ど
叉
ヨ
】
の
蓋
然
数
も
依
然
ご
し
て
、
混
成
的
な
る
も
の
に
外
な
ら
守
、
そ
の
中
に
は
幾
多
細

別
の
各
仰
に
、
窺
は
る
べ
き
匝
々
の
伺
別
蓋
然
数
混
和
廿
ら
る
・
従
ひ
て
叉
夏
に
細
別
研
究
の
歩
を
進
h
u

る
を

明
を
得
イ

L、

要
可
、
何
れ
に
し
て
も
そ
の
目
的
上
最
も
重
要
な
る
も
の
、
綴
済
事
情
及
職
業
別
に
よ
る
・
類
別
研
究
に
存
す

る
は
、
犯
罪
及
自
殺
の
統
計
的
桝
究
上
、
同
様
な
る
ご
異
ら
す
・
布
一
臓
な

Z
階
級
に
属
L

両
親
の
保
護
下
に
ゐ

九
ソ
、
か
く
て
経
憐
闘
争
の
渦
中
仁
投

T
る
の
要
な
主
娘
一
は
、
自
立
す
べ
く
放
遺
苫
れ
た
る
少
女
に
比
L
、
過
も
に

陥
む
る
の
危
険
法
外
に
砂
き
は
明
か
な
り
、
後
者
は
生
活
難
ご
戦

ο・
白
か
ら
鋒
利
に
蛍
る

ω
要
ゐ

h
、
之
が
た

め
又
は
不
幸
な
る
住
居
事
情
の
た
め
、
仕
事
仲
間
的
男
若
の
他
の
男
子
ご
、
絶
え
や
接
胸
す
べ
し
、

か
、
る
融
労
働

女
に
よ
る
替
利
行
須
の
妹
異
は
、
此
粕
に
関
係
す
る
所
砂
し
、
車
、
内
会
生
活
振
り
に
大
影
鵜
を
及
ぼ
す
べ
き
職
業

大
別
に
よ
り
、
分
て
ば
足
れ
h
J
、
般
A
T
ば
農
業
労
働
、

工
場
勢
働
(
男
子
と
丸
向
に
働
「
も
の
焚
は
然
ら
ざ
る
も
の
)
手
工
業

経
営
、
家
内
工
業
、
市
問
庖
責
子
、
家
事
使
用
人
等
の
別
は
之
な
り
、
之
ご
吐
一
(
に
又
賃
銀
額
の
多
少
は
、
大
に
関
係

ゐ
り
、
努
働
女
の
経
済
事
情
は
、
職
業

ω純
数
じ
よ
る
よ
h

リ
も
、
之
に
よ
ら
友
右
き
る
、
こ
宇
多
り
れ
ば
な
り
、



普
闘
に
あ
ι
り
で
は
私
生
の
母
に
つ
き
、

そ
の
職
業
別
の
調
査
あ
れ
ソ
、
之
に
よ
る
に
家
事
使
用
人
は
、
過
ち
の
危
険

に
曝
き
る
、
こ
古
最
も
多

L
、
蝦
A
T
ば
一
入
入
九
年
内
九

O
、
四
二
ニ
の
私
生
中
、

四
九
、
三
六
四
は
此
階
級
の
母

(
農
酔
を
告
む
)

に
属
し
た
り
、
而

Lτ
一
八
八
二
年
の
職
業
調
査
に
よ
れ
ば
、
普
闘
に
於
げ
る
家
事
女
使
用
人
は
、

入
五
五
、
四
二
五
を
示
せ
る
を
以
て
、
是
等
の
婦
人
に
閲
す
る
私
生
分
娩
の
蓋
然
数
は
、

一
年
内
に
於
工
少
〈
正

も
0
・0
五
な
る
を
見
る
、
而
し
て
各
家
事
女
使
用
人
は
、
普
通
に
多
年
を
通
じ
.
民
ら
〈
は
十
年
に
亘
り
て
、

』

の
危
険
に
採
さ
る
、
限
り
に
こ
の
蓋
然
数
を
、
特
に
二
十
乃
至
二
十
五
歳
の
者
に
つ
き
算
定
せ
ん
か
、
そ
の
放
政

著
L
t
i
高
か
る
べ

L
.
伯
林
に
あ
り
て
は
私
生
の
子
六
、
一
二
二
七
人
の
ほ
中
、
人
身
的
奉
仕
に
従
事
せ
る
も
ゆ

二
二
四
六
、
着
物
製
造
業
及
洗
浄
業
(
従
ひ
て
大
部
分
費
縫
女
及
品
仙
刷
出
女
と
し
て
)

一
七
二

O
、
商
業
(
従
ひ
て
大
部
分
は
陥
底
貰

子、と

L
て
)

一
四
五
、
飲
食
庖
(
従
ひ
て
多
〈
は
女
将
仕
入
と
L
て
)
七
三
、
品
田
術
及
血
ナ
問
(
従
ひ
て
女
優
、
融
ひ
宜
、

mp子と
L
'で
)

五
一
二
、
そ
の
他
り
諸
業
三
回
、
職
業
不
詳
の
女
拙
労
働
者
一
五
九
七
人
な
り
き
、
巴
里
に
於
け
る
事
情
も
同
様
な
b

き
、
促
A
T
ば
一
八
八
六
年
巴
里
の
養
育
院
に
て
、
分
娩
せ
る
札
生

ω母
五
、

四
三
二
中
、

一
、
七
五
三
は
家
事
使

用
人
、
三
六

C
は
炊
事
婦
、

一

O
一
は
小
間
使
、

一
六
阿
は
給
仕
女
た
h
，
、
従
ひ
て
二
、
三
七
入
人
は
家
事
的
勤

勢
に
服
せ
'
り
、

そ
の
外
一
、

一
六
は
諸
積
の
裁
縫
女
へ
そ
の
中
に
は
槻
在
、
コ
ル
セ
ッ
ト
、
胴
衣
引
立
女
、
裁
物
職
辱
を
合
む
)
ニ

入
入
の
銑
襖
女
、

二
七
一
の
飾
物
商
、
組
綿
職
人
、
活
花
職
、
刺
繍
女
、
編
物
細
工
女
、

一
六
の
商
業
手
惇
及

責
子
、
五
三
二
の
日
傭
女
な

h
J
E
、
ぞ
の
以
外
に
於
て
大
部
分
を
占
d
る
者
も
、
女
枇
労
働
者
た
り
、
女
装
術
家
は

論

設

道
徳
統
計
諭
概
詑

第
十
九
命

(
第
四
続

四
七
)

五
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議

道
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概
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四
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四
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豆

同

一
七
、
女
数
員
は
二
一
、
政
府
の
役
人
(
郵
便
局
)
は
二
、
女
情
学
生
は
二
に
過
ぎ
守
、
無
業
は
五
六
あ
り
き
、
私
生
の

母
の
受
〈
る
賃
銀
、
又
は
所
得
事
情
に
閲
す
る
統
計
的
総
括
は
.
未
来
の
開
拓
を
待
て
る
事
項
た
り
、
私
生
の
地

理
的
分
布
も
亦
之
を
悶
ふ
ぺ
〈
、
経
済
事
情
、
情
致
，

品
川
統
、
侍
明
白
的
道
徳
凱
等
に
於
け
る
諸
相
蓮
は
、
積
々
之

に
随
伴
す
、
普
闘
に
あ
ち
て
は
総
出
生
数
に
劃
す
る
、
私
生
の
百
分
比
一
八
八
一
乃
至
人
入
年
の
卒
均
に
よ
れ

ば
、
全
国
Z
し
て
入
・
一
た
り
し
も
・
東
普
一

0
・七

西
普
八
・
六

市
民
伯
林
三
子
大

プ
ラ
ン
デ
ン
プ

F
F

0
・六

ポ

ム

メ

u
y
y

一0
・九

ボ
!
ゼ
ン
六
・
九

ジ
ュ
レ

I
ジ
エ
ン
一

0
・七

ザ
ク
セ
ン
九
・
大

V
品

ν
ス
ク
ィ

ヒ
・
ホ
ル
旦
タ
イ
ン
ん
・
一
一
一

』

y
ノ

1
7
z
w
六
・
八

へ
ッ
セ
ン
五
・
七

ク
エ
ス
ト
ア
ァ

I
V
ン
二
・
入

-
ア
イ
ι

ン

プ
ロ
タ
ィ
y

ッ
=
一
・
大

た
り
注
、
従
φ
て
西
部
諸
州
に
あ
ム
リ
て
は
、

私
生
子
の
出
生
を
見
る
こ
吉
、
東
部
大
工
業

に
富
め
る
地
方
に
於
け
る
よ
り
も
、

比
較
的
に
著
し
く
少
〈
、
中
に
も
一
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
及
ク
エ
ス
ト
フ
ァ

1
レン

は
.
此
勲
に
就
き
最
も
良
好
な
hJ
、
こ
は
部
分
的
に
は
足
等
一
一
州
仁
、
加
特
力
教
勢
力
あ
る
こ
吉
、
関
係
あ
り
、

て
は
、
六
・
宜

μ
に
過
ぎ

F
れ
ば
な
り
、

一
0
・
三
似
た
り
し
に
、
加
特
カ
致
徒
た
る
母
に
ゐ

h

さ
れ
ど
又
右
二
州
に
於
り
る
私
生
率
は
、
新
教
徒
に
ゐ
り

τも
亦
英

r低

全
国
正
し
て
の
私
生
率
、
新
教
徒
だ
も
母
に
あ
り
て
は
、

し
、
そ
は
猶
太
民
族
に
於
げ
る
私
生
数
砂
き
の
事
寛
之
同
機
、
経
済
事
情
が
決
定
的
一
克
素
を
な
す
二
百
を
、
重
ね

て
叉
反
映
す
る
も
の
な
り
。

凡
て
道
徳
統
計
的
研
究
上
、
前
例
そ
の
他
之
ご
同
様
な
る
一
切
の
事
例
に
於

τ、
諸
特
徴
の
多
数
を
組
合
は
す



ニ
古
に
よ
h
、
可
な
り
具
躍
的
に
限
定
き
れ
し
諸
群
を
構
成
し
、
是
等
仁
っ
き
c

嘗
該
事
例
生
起
の
、
統
計
的
荒
然

款
を
算
定
す
る
こ
吉
、
す
〈
し
、

次
に
，
』
の
蓋
然
数
は
如
何
な
る
事
情
に
よ
り
、
そ
の
最
高
敷
に
引
上
ぽ
き
れ
、

又
是
等
事
情
の
愛
化
に
よ
り
・
如
何
に
盆
々
低
下
す
る
が
e

竺
観
察
す
る
司
』
ご
、
な
し
得
ぺ
し
、
要
す
る
に
道

徳
統
計
の
肝
究
に
ゐ
り
t
は
.
常
に
同
一
一
行
匁
を
行
へ
る
人
々
の
数
を
、

hr

、
る
人
々
を
生
む
v
へ
き
一
会
陸
ご
し

て
、
決
定
的
に
限
定
さ
れ
た
る
も
の
ご
、
比
較
す
る
ζ

ど
を
心
掛
〈
ぺ
し
、

さ
れ
H

と
質
際
上
多
〈
は
か
、
る
限
定

を
明
確
に
遂
ャ
る
を
得
す
、

上
に
示
せ
る
が
如
き
仕
方
に
よ
り
、

か
、
る
比
例
の
近
異
値
を
、
牧
め
得
る
に
過
ぎ

“
さ
る
〈

L
、
賓
際
上
か
、
る
限
定
を
遂
(
る
の
材
料
不
備
な
る
た
め
、

か
、
る
比
例
り
基
礎
三
Lτ
、
杢
人
口
叉

は
男
女
何
れ
か
一
方
の
線
数
を
、
採
る
こ
ご
に
満
足
す
る
の
要
ゐ
る
こ
ご
多
し
。

上
述
の
如
き
仕
方
に
よ
り
、
道
徳
上
意
義
ゐ

ε
一
事
件
に
闘
し
、

一
定
明
間
郎
も
通
常
は
一
一
暦
年
内
に
於

t
、

通
嘗
に
限
定
さ
れ
た
る
諸
人
日
群
中
に
、
一
市
さ
る
、
苦
同
然
数
を
確
hr
め
た
h
Z
せ
ん
か
、
次
に
獲
さ
る
、
重
要
問

題
己
し
て
、
究
明
さ
れ
た
る
右
の
比
例
数
は
、
時
の
経
過
に
作
ひ
、
多
少
の
常
例
を
示
す
や
、
大
動
揺
又
は
特
定

方
向
へ
の
永
綴
的
晶
鋭
化
を
、
示
す
や
を
問
ふ
べ
し
、

ζ

の
意
味
に
よ
b
凡
て
の
諸
群
を
、
研
究
す
る
は
必
要
な
ら

十
、
割
合
に
該
括
的
な
る
研
究
手
続
に
て
足
れ
ち
ご
す
、
郎
も
特
色
ゐ
る
絡
事
情
を
、
多
年
仁
百
一
・
り
て
尋
ぬ
る
こ

己
、
す

4
L、
道
徳
統
計
上
の
あ
ら
ゆ
る
葦
然
率
に
あ

h
て
は
、
外
観
上
は
務
一
化
を
一
不
す
こ
Z
微
小
に
過
ぎ
す
Z

し
て
も
、
蓋
然
数
理
上
の
分
配
例
に
訴
へ

τ判
断
す
る
ご
き
は
、
可
な
h
安
定
性
を
快

fef見
る
、
従
ひ
て
又
是

論

護

道
徳
統
計
論
瓶
詰

第
十
九
巻

(
第
四
腕

四
九
}

五

五
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五
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五
一
六

等
の
経
験
的
比
例
数
に
あ
り
て
は
、
一
幾
多
偶
然
原
因
の
影
響
た
る
、
定
担
排
列
系
統
の
撹
乱
ケ
件
ム
ペ
注
、
数
由
宇

的
一
恒
同
蓋
然
数
を
、
決
し
て
窺
は

L
U
る-』

Z
な
し
、
寧
ろ
そ
の
根
本
に
可
銭
的
訪
蓋
然
数
ゐ
り
、
而
し
て
そ

の
抽
出
化
に
つ
き
原
因
を
明
か
に
仁
得
る
一
』
ご
あ
り
ご
し
て
も
、
ぞ
は
偶
然
原
因
に
よ
り
て
惹
起
さ
る
芭
な
し
得
べ

し
o

き
れ
い
t
ξ
の
経
過
系
列
が
、
定
期
同
儲
的
動
揺
を
示
し
、
又
は
相

L

和
け
る
多
数
項
上
、
鮮
明
仁
窺
ひ
得

f

へ
き

昇
降
を
一
不
す
ご
き
は
、
之
を
以
て
偶
然
の
撹
乱
に
基
づ
〈
も
の
ご
す
る
を
得
す
、
寧
ろ
時
間
的
仁
関
聯
し
て
そ
の

影
響
を
及
ぼ
す
べ
き
、
原
因
に
よ
り
て
の
み
惹
起
き
る
ご
す
〈
き
や
常
然
な
り
盲
こ
の
こ
ご
た
る
特
定
の
一
方
向

に
、
進
み
行
く
4

き
縫
動
に
あ
ち
で
は
、

一
屠
強
〈
設
お
JC

符
ベ
ミ
σ
所
な
b
o
素
よ

b
一
統
計
々
一
数
の
麓
勤
上
、
引

綴
き
泡
降
又
は
越
外
す
る
に
営
旬
、
何
れ
の
場
合
に
も
何
等
の
疑
な
〈
之
を
特
定
の
一
原
因
仁
、
締

L
得
4

し
J
」

す
る
を
待
歩
、
般
ム
吋
'
ば
肖
殺
は
数
十
年
来
、
諾
威
以
外
の
諸
国
に
於
て
は
、
凡
て
増
加
L
h
M
h
、
而
し

t
右
精
進

の
勢
は
、
人
口
に
比
軟
せ
る
比
例
数
じ
あ

h
て
は
、

一
屠
鮮
明
に
窺
は
る
、
所
な
る
が
、
之
が
理
由
緯
明
め

H
的

上
、
吾
人
は
一
般
論
的
に
税
迂
生
活
の
煩
演
、
刺
戟
及
諸
困
難
を
、
増
せ
る
に
よ
る
ご
指
示

L
得
る
に
過
ぎ
宇
、

百
れ
い
と
之
が
党
め
に
明
細
な
る
因
果
関
係
、
立
詮
色
札
党
与
三
す
る
を
得
点
γ
、
離
婚
も
亦
殆
ん
ど
一
切
の
闘
に
於

て
、
人
口
増
加
の
勢
に
勝
れ
る
、
大
増
加
を
引
綴
き
一
市
す
を
見
品
、
而

ιτ
巴ー~

出
向
門
戸

U2-oロ
u
H
h
o
ι
日〈
O
円。。。片一
mw

切な
μEH向
。
ロ
去
の
2HU凶
』
。
ミ
ロ
仏
o
z
m
o
n
ω
z
t
ω
民
』
官
庁

E
ユ
ω
-
5
r
は
離
婚
ご
自
殺
ご
的
問
仁
存
在
す
る
、

固
有
の
並
行
関
係
ド
っ
き
、
注
意
す
る
所
ゐ
り
き
、
郎
も
氏
は
七

0
年
代
以
後
の
統
計
資
料
に
本
づ
き
、
諸
国
を



分
て
る
に
、

自
殺
小
率
迂
る
も
の
、
中
率
な
る
も
の
、
大
率
な
る
も
の
に
分
も
、
一
真
に
雌
婚
率
の
多
少
に
よ
り
、
同
僚
等
級
そ

二
者
可
な
り
よ
〈
一
致
す
る
こ
己
を
後
見
せ
り
、
郎
も
仮
令
ば
年
平
均
上
、
人
口
百
品
に
付
自
殺

数
、
及
現
存
夫
姉
十
高
組
に
付
離
婚
又
は
寝
食
別
離
は
左
の
如

L
O

英割ヰ世瑞仙白

自

殺

婚

EI 

軍空

婚

離

戚

r、
/¥ 

手'JI

L判

官t

三
五
・
五

y、

戚

と

巴

7‘ 

五
斗二

-E 

世ミ

和l

ウ
ュ
ル
テ
ム
ペ
ル
ヒ

ノ、

A 

五年

J、

錨

遜

九
ブ『

四
五

七

岡野
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西

τ「

持ミ

五
J、

士
P'1 
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耳

ハ
八
・
五

2抱

子占

ゴー

プ〈

~ノ、

右
自
殺
及
離
婚
問
の
平
行
関
係
は
、
素
よ
り
右
二
現
象
閥
に
、
直
接
因
果
関
係
わ
る
に
よ
る
ご
す
拘
へ
き
に
非

子
、
寧
み
特
殊
の
原
因
が
、
同
時
に
諸
積
の
現
象
に
、

助
勢
的
又
は
阻
碍
的
影
響
を
、
及
は
す
べ
き
場
令

ω
一
例

〈
日
に
あ
り
て
は
、

を
な
す
に
地
ぎ
守
、
阪
令
ば
溺
倒
は
自
殺
並
に
隣
婚

ω
、
崎
明
迭
を
助
〈
ぺ
吉
や
疑
を
容
れ
や
。

き
れ
ど
叉
他
の
場

一
一
計
数
系
列
の
並
行
的
援
動
を
察
し
、
之
が
事
由
を
一
の
直
接
岡
田
市
関
係
に
蹄
し
得
ペ

L
、
特

に
自
殺
並
仁
財
産
に
関
す
る
犯
齢
に
あ
ち
て
は
、
経
済
の
消
長
を
示
す
べ
き
幾
多
様
準
ご
の
問
に
、

論

ゐ
る
を
見

zv
、
必
要
生
存
資
料
の
代
療
は
、
同
盟
か
、
る
標
準
ご
し
て
採
用
せ
ら
る
、
も
、

(
第
四
掠

業

道
徳
統
計
諭
権
首

第
十
丸
止
せ

か
、
品
関
係

-
』
の
標
準
は
不
確
賞
な

五

li 

七
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弟
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五
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五

λ 

る
を
、
示
す
-
』
正
珍
し
か
ら
す
、
蓋

L
殻
債
の
勝
賞
あ
り
て
も
、

之
ご
同
時
に
事
業
活
躍
し
、

εω
結
果
賃
銀
も

高、ョ
c
-
)

ご
、
あ
り
得
べ
き
を
以

τな
り
。

以
上
は
Z
M
F
の
所
設
な
る
が
、

~ 一司

ロベ【
hw
可
円

は
そ
の
設
を
評

L
、

論
者
は
道
徳
統
計
論
の
皐
問
的
結
果
評
債

上
、
そ
の
結
果
の
意
義
及
債
値
に
闘
し
、
統
計
事
の
他
の
部
門
の
成
果
、
特
に
人
口
統
計
論
の
成
績
に
比
し
て
、

劣
れ

h
ご
す
る
り
印
象
を
胎
き
し
む
ろ
が
如
吉
、

一
見
解
を
吐
露
す
芭
な
せ
り
、

ぞ
は
郎
も
道
徳
統
計
の
肝
先

上
、
「
憶
に
同
一
行
潟
を
行
へ
る
人
々
の
数
を
、

か
、
る
人
々

ef
生
む
べ
き
一
会
鱒
ご
し
て
、
決
定
的
に
限
定
吉

れ
た
る
も
の
ご
、
比
較
す
」
る
こ
芭
を
期
す
一
へ
き
も
、
質
際
上
多
く
は
か
、
る
比
例
の
返
田
県
佐
を
・
股
め
得
る
に

過
ぎ
や
ご
せ
る
黙
に
闘
す
。
以
下
そ
の
評
論
を
骨
チ

t
L
て
説
〈
所
め
ら
ん
か
、
右
の
所
設
ト
ド
劃
し
て
は
、
先
づ

特
定
行
潟
又
は
不
作
潟
に
出
づ
る
の
、
原
則
的
可
能
存
在
す
ぺ
き
大
量
を
、
無
傑
件
に
限
定
し
得
べ
き
-
』

Z
あ
る

は
素
よ
h
，な

b
、
毛
の
以
上
に
一
定
の
場
合
に
は
、
別
に
山
川
特
別
の
機
曾
、
縁
由
又
は
誘
時
四
に
遭
遇
す
ぺ
き
群
を

形
成
す
る
ζ

ご
も
、
会
(
不
可
能
ご
は
せ

F
る
に
拘
は
ら
子
、
論
者
は
之
を
形
成
す
る
の
要
な
し
ご
す
る
こ
子
一
乞

注
意
す
べ
し
、
そ
の
外
注
目
す
〈
き
は
、
道
徳
統
計
論
上
の
手
入
ヤ
-
加
ム
ペ
き
材
料
に
つ
き
、
右
の
如
〈
伺
別
事

例
を
生
み
出
す
べ
き
基
本
の
全
健
ご
し
て
、
比
較
的
札
一
時
的
に
限
定
さ
れ
た
る
も
の
さ
、
賓
際
生
起
せ
る
事
例
数

正
の
比
例
、
又
は

H
h己
凶
の
所
詞
一
次
的
葉
然
数
を
明
か
に
す
る
こ
ご
が
、
道
徳
統
計
論
の
大
職
分
た
ら
守
し

て
、
寧
ろ
そ
の
大
職
品
川
の
一
た
る
こ
三
な
り
、
そ
の
外
二
衣
的
莱
然
数
、
詳
言
す
れ
ば
寅
際
に
咽
四
泊
さ
れ
た
る
事



件
が
、
特
殊
心
一
特
色
を
有
す
る
こ
ご
に
閲
す
る
、
蓋
然
数
を
明
か
に
す
る
こ
ご
も
有
盆

h
L
h
得
べ
き
は
、

Hbxr

も
之
を
承
認
す
、
恨
令
ば
自
殺
の
男
女
別
は
、
欧
米
諸
園
に
於

τ女
一
割
男
三
乃
至
五
の
制
令
な
る
仁
、
本
邦
の
・

特
色
を
一
不
す
べ
き
女
四
割
男
六
の
議
然
数
は
、

か
、
る
二
次
的
蓋
然
数
に

L
て
、
そ
の
特
色
あ
る
割
合
以
上
に

は
、
何
何
事
も
知
ら
し
む
る
こ
ご
な
し
。
次
に
一
次
的
葉
然
数
E
逗
異
的
比
例
関
係
を
、
有
す
る
に
過
ぎ

F
る
比

例
も
、
算
定
さ
る
、
こ
Z
稀
な
り
さ
せ
ゴ
る
こ
芭
も
、

H
h
Z
E

の
承
認
せ
る
所
な
り
、
促
A
M
ば
離
婚
の
頻
繁
度
数

は
、
屡
々
年
々
の
離
掛
数
百
、
同
年
内
婚
姻
数
Z
ω
比
に
よ

h
示
古
る
、
雨
数
の
聞
に
何
等
か
の
密
接
な
る
関

係
、
杢
〈
存
せ
で
芭
離
も
向
然
り
、
-
-
は
年
々
結
は
る
、
婚
姻
数
を
以
て
、
素
よ
ち
粗
大
な
が
ら
同
時
に
現
存
せ

る
夫
婦
組
数
、
換
言
す
れ
ば
離
婚
蓋
然
教
の
問
有
基
数
に
封
L
、
比
例
的
近
呉
伯
ご
な
L
得
べ
〈
、
従
ひ
て
右
の

比
例
も
、
亦
離
婚
蓋
然
数
に
幾
分
か
比
例
的
な
れ
リ
正
、
な

L
得
べ
き
が
だ
め
な
与
、
素
よ
弘
リ
炉
、
る
比
例
は
、
あ

ら
仰
る
闘
係
土
停
滞
的
な
る
一
人
口
を
偲
定
ざ
す
る
際
、
蓋
然
鈍
ご
し
て
の
宜
接
意
義
を
枚
出
得
べ
し
。
そ
の
外

又
H
h
M
H
U

は
道
徳
統
計
的
批
曾
大
量
、
及
比
肢
の
た
め
に
引
り
る
基
本
大
量
に
、
相
官
の
分
類
を
施
す
こ
ど
に
よ

一
次
的
葦
然
数
究
明

ω
念
も
、
亦
聞
か
れ
得
べ
き

ζ
F
e趨
切
に
一
不
せ
ー
り
、
事
質
上
道
徳
統
計
論
が
此
鮎
に

於

τ、
人
口
統
計
論
正
隔
別
き
る
、
所
ゐ
り
ご
し
て
も
、
守
ぞ
は
精
々
人
口
統
計
論
に
於
げ
る
伺
別
の
問
題
解
決
の

りた
め
(
慨
令
ぼ
年
齢
別
死
亡
律
皮
白
宮
ご
寅
際
上
右
の
分
類
を
一
層
詳
し
き
税
度
に
及
ぼ
す
こ
さ
に
存
す
、

さ
れ
Y
」
叉
人

ロ
統
計
論
の
他
的
問
題

暇
A
T
ば
職
業
別
死
口
献
況
の
統
計
、

一
府
鮮
明
に
幌
病
統
計
に
つ
き
て
は
、
具
醐
閥
的
勤

論

叢

遺
徳
統
計
論
栂
設
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九
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四
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E
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大
量
及
之
に
相
聴
す
べ
き
基
本
総
大
量
を
、
確
秘
す
る
の
僚
件
を
充
た
し
策
ぬ
る
こ
芝
、
道
徳
統
計
論
に
於
げ
る

古
老
も
具
ら
中
。

本
分告
をの
議外
吉道
品徳
、統
こ計
立論

'.主治、

を決
註 L
~~~ L 
す ~ìíJ
ペ・記
l 0) 
、 意

味

於
け
る

一
次
的
蓋
然
数
を
抽
出
す
る
E
U
J
」
丈
げ
に
、

'e 
0) 

一
面
一
行
錦
に
つ
き
責
任
ゐ
晶
君
、
又
は
(
責
任
あ
る
者
と
然
ら
ざ
る
者

と
を
、
分
つ
は
不
定
な
る
を
以
て

一
行
錦
を
行
ぞ
』
ご
に
つ
き
客
観
的
に
能
力
ゐ
品
者
が
、
如
何
な
る
相
費
的
度
令
に

よ
ふ
り
、
費
際
上
そ
の
行
潟
恥
履
行
す
る
か
を
示
す
こ
ご
は
、
決
し
て
道
徳
統
計
論
の
固
有
職
品
川
に
非
る
ご
共
に
、

他
一
同
統
計
間
半
の
一
部
門
ご
し
て
の
道
徳
統
計
論
の
全
職
分
は
、
右
の
任
務
以
上
に
庚
〈
及
ぼ
さ
る
、
印
ち
そ
の
統

計
論
上
統
計
的
認
識
の
、
金
成
果
を
説
明
す
。
へ
(
、
而
し
て
そ
の
道
徳
統
計
論
に
採
り
入
る
v

へ
き
、
諸
範
国

ω限

界
内
に
於
け
ゐ
問
問
察
及
整
理
尚
子

数
も
亦
聞
は
れ
、
又
諸
比
例
に
つ
き

τ以
去
の
比
例
算
出
上
、
主
観
的
責
任
の
程
度
h
H
1

明
か
に
す
る
ニ
己
を
目

指
す
べ
き
も
の
に
限
ら
れ
や
、
的
も
閲
民
の
累
紺
又
は
慶
一
両
eT
問
ム
イ
一
一
言
、
他
の
比
例
も
亦
問
は
る
イ
己
資
格
ゐ

L

リ
、
質
際
上
非
行
に
よ
り
脅
か
さ
る
、
会
人
口
ご
、
犯
罪
行
潟
ご
の
閥
係
を
問
ム
は
、
刑
罰
責
任
年
齢
に
逮
せ
る

人
の
総
数
、
及
そ
の
諸
抑
制
別
群
三
非
行
着
ご
の
関
係
比
例
を
、
尋
ぬ
る
ご
同
様
に
正
賞
な
b
o

関
係
比
例
の
外
相
判
別
比
例
も
、
恰
も
亦
道
徳
統
計
論
の
範
凶
に
於

τ、
重
大

ω定
義
ゐ
り
、

炉
、
る
比
例
を
阿

ふ
も
祢
「
有
盆
」
な
る
こ
ご
あ
る
べ
じ
ご

L
、
幾
分
か
添
物
的
に
之
を
認
な
る
の
み
な
り
Z
せ
ん
か
、
之
を
曾
買
す



る
こ
ご
聴
き
に
過
ぐ
Z
謂
ふ
ぺ

L
、
そ
は
準
向
上
完
全
に
材
料
に
通
達
す
る
た
め
に
、
有
径
な
る
の
み
な
ら
や
直

接
に
必
要
な
り
、
侭
令
ば
犯
罪
へ
の
傾
き
の
大
つ
は
別
ご
し
、
非
行
の
主
要
方
向
別
に
よ
る
犯
罪
現
況
、
並
に
此

駄
に
つ
き
惹
起
き
る
、
品
理
化
は
、
性
、
年
齢
特
に
叉
自
殺
の
手
段
別
に
よ
る
・
自
殺
大
量
の
現
況
同
様
問
中
間
上
大

に
興
味
ゐ
り
ο

要
f
る
に
借
地
価
凶
統
計
論
に
於
て
も
、
問
中
問
上
の
仰
別
問
題
は
彩

L
t存
す
、
之
あ
る
が
た
め
に
道
徳
統
計
論
の

各
紙
に
於

t
芯
起
き
る
、
、
特
殊
の
方
法
論
及
技
術
を
一
説
げ
る
後
を
承
け
、
道
総
統
計
論

ω皐
閥
的
建
設
物
を
、

完
全
に
常
世
田
な
ら
し
む
べ
〈
、
叉
統
計
間
半
の
他
の
部
門
特
に
人
口
統
計
論
ご
も
、
完
全
に
比
肩
せ
ら
る
、
の
槻
ゐ

る
を
得
べ
し
。
(
未
定
)
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